
時刻 備　考 入門コース

＜統括チーム＞

8:15 ＜統括・日直＞

8:30

(1)自己紹介　　【日暮会場】

(2)にんにく・玉ねぎ管理：＜作物担当を含み各チーム４名＞ (2)諸注意（安全、環境）

【城址下手前圃場】

(1)落ち葉堆肥／作成　【ふれあい田圃前堆肥場】 (2)にんにく・玉ねぎ管理 ＜ラジオ体操＞

＜永谷さん＋残りのメンバー＞

　・堆肥作成場設営・資材準備 　・除草・追肥 (3)圃場案内【船戸／菜の花→蓮田→

　　　・落ち葉 →浅野圃場→ふれあい田圃／堆肥

　　　・ハンマーナイイフモアで砕いた残渣 　作り見学　＜松元＞

　　　・鶏糞、米ぬか他

　・堆肥資材積層・踏み付け＋水分調整 (4)落ち葉堆肥作成見学

　・ビニールシートで養生 【日暮会場】

(5)講義　　　　【日暮会場】＜松元＞

　・土づくりの基本(Tp5-6)

　・堆肥づくり(Tp8)

　・ぼかし肥つくり(Tp9)

11:20 作業終了

11:30 ＜２年次生以上＞ 終了ミーティング

11:40

統括・次週日直

当番・統括・日直以外

＜全員＞

作業開始

(3)暗渠／清掃＆馬糞堆肥／切返し

【みかん山下圃場】

11:50

【ふれあい田圃前】

作業終了

全体ミーティング ＜全員＞

10:30 作物担当打合せ（栽培計画）

＜２年次生以上＞
　・作物担当リーダー・サブリーダー決定・報告

　・栽培作物決定、種苗調達方法決定

　・栽培計画策定

＜Ｂチーム＞

■3/14日（土）手賀沼トラスト里山農教室予定

予　定　行　事

8:00 ・統括チーム集合

・当番チーム集合　　　　駐車場誘導・準備・清掃 ＜Ｂチーム＞

＜２年次生以上＞

8:35

＜各チーム２名／Ｂチーム指導＞

8:45

チームミーティング＜次週日直選出＞→全体ミーティング

清掃

リーダーミーティング

解散

リーダーミーティング

チームミーティング（分担決定）

(1)落ち葉堆肥／作成：＜残りのメンバー＞

(3)暗渠／清掃＆馬糞堆肥／切返し：＜各チーム２名／Ｂチーム指導＞

全体ミーティング

作物 栽培期間 補助者

里芋 4/5～11/8
B米田
秀雄

米田
秀雄

根本
久美子

山本
隆史

山本
エミ子

原田
泰夫

鈴木
敦子

落花生 5/17～10/4
松元
俊彦

黒田
福男

及川
治

山口
信夫

浦
康則

中西
巨司

小澤
珠実

じゃがいも 3/8～6/7
富沢
崇

芦田
敏文

宮原
つぐみ

名竹
洋子

青田
専太郎

深山
尚美

田中
稔彦

富永
龍夫

作中
秀行

白ネギ 3/29～12/6
C堀内
省吾

大久保
かおる

河上
大志

熊田
富夫

中村
恭子

堀内
省吾

木村
弘美

スイカ 4/26～7/12
大狹
正好

小島
邦彦

小島
里美

原
勇一

指首
忠由

中村
直巳

小野
康予

柿沼
清乃

かぼちゃ 3/15～7/19
C鈴木
明彦

石束
ゆみ

栁田
寛乃

堤
雅義

鈴木
二三子

鈴木
明彦

石本
種雄

松原
功時

大根 8/30～11/8
永谷
和敏

石山
直子

石束
ゆみ

及川
良一

舛本
海洋治

大西
茂

中尾
真子

沓澤
浩志

高津
紅実

枝豆 4/19～7/12
桐石
二男

宇田
佳世子

宇田
裕治

大狹
悦子

馬場
広太

宮坂
公野

沓澤
智子

人参 8/22～12/5
A瀬上
照男

瀬上
照男

太田
伸行

西
明子

中根
博

齊藤
三千雄

中村
乙子

レタス 8/30～11/22
C冨澤
敬規

横山
珠世

池田
美穂

稲葉
敏夫

宮本
玲子

冨澤
敬規

冨澤
百合子

玉ねぎ・ニンニク 9/13～翌6/7
B柳野
陽一

池田
誠介

李
暎漢

趙
文子

柳野
陽一

宮本
常夫

奥西
堅二

奥西
直美

入門コース講師 3/1～12/6
松元
俊彦

桐石
二男

大狹
正好

宮平
洋美

１．作物担当について
　　(1)２年次以上は、全員作物担当を担う。 (2)補助者は各作物担当を支援する。
　　(3)各チームで、各作物共３名前後でチーム編成する。
　　(4)選考基準：第一希望を基本に作物担当を決め、未定枠には昨年度担当作物を優先的に引当てる。
　　(5)各チーム毎に、話し合ってリーダー、サブリーダーを決定する。 (6)同一作物の担当期間は３年を最大に交代する。
２．専攻作物担当の役割
　　(1)栽培計画（施肥～畝立て～播種・植付け～栽培管理～収穫）の立案
　　　　・必要な肥料、種苗、資機材の数量の決定 ・年間作業日程と必要な作業者の数の見積り
　　(2)必要資材の準備（肥料、種苗、マルチ資材など）
　　(3)担当作物の栽培時に、チーム員に対し農協室テキスト等による作物栽培方法の説明
　　(4)農協室作業時のチーム内作業指導
３．作物担当のプール運用制（'26～）
　　年間を通じて圃場単位で、春／秋作の作物担当は相互にサポートする体制を組む。
　　・じゃがいも／白ネギ　　・スイカ／かぼちゃ／大根　　・枝豆／人参／レタス

Ａ Ｂ Ｃ

■2026年度　作物担当 2026/2/21


